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1. 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府や日本銀行の経済・金融政策を背景に緩やか

な回復基調にあるものの、ユーロ圏や中国の経済動向に対する懸念から、先行きが不透明な状況で推

移しました。 

このような中、当社グループの業績につきましては、医用検査機器と音響・振動計測器が減収とな

ったものの、補聴器と微粒子計測器の販売が好調に推移したことから、全体では前年同期と比べて増

収となりました。一方、営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、

音響・振動計測器の新製品開発に伴う費用等が増加したことにより、いずれも減益となりました。 

当第２四半期累計期間の業績を前年同期と比較しますと、次のとおりとなります。 

（金額単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 
至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
至 平成27年９月30日) 

増減 
増減率 
(％) 

売上高 8,846 9,060 214 2.4

営業利益 972 888 △84 △8.6

経常利益 982 939 △42 △4.4

親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

619 613 △5 △0.9

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

 

(医療機器事業) 

補聴器では、消費増税により低下した消費マインドが改善傾向にあることで市場全体が好調に推移

したほか、８月に発売した中価格帯の新製品「リオネットプレシアⅡ」が売上に寄与し、消費増税前

の売上高水準を上回る結果となりました。医用検査機器では、聴力検査室や電子カルテ関連の販売が

前年並みに推移したものの、総合・大学病院への診断用オージオメータ等の高額製品の販売が伸び悩

みました。 

これらの結果、補聴器の好調な売上が事業全体を牽引し、医療機器事業は前年同期と比べて増収増

益となりました。 

 

(環境機器事業) 

音響・振動計測器では、国内の自動車関連産業における設備投資が回復しつつあるものの、システ

ム製品など大型案件が少なかったことから低調に推移しました。微粒子計測器では、電子デバイス関

連市場において、台湾や韓国を中心とした海外ファウンドリ企業の微細化に伴う設備投資が引き続き

活発であったことにより、液中微粒子計の販売が好調に推移しました。 

これらの結果、環境機器事業全体では微粒子計測器の売上が好調であったことから、前年同期と比

べて増収となりましたが、音響・振動計測器の新製品開発に伴う費用等の増加が影響し、減益となり

ました。 
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当第２四半期累計期間のセグメントごとの業績を前年同期と比較しますと、次のとおりとなります。 

（単位：百万円） 

セグメントの名称 

売上高 営業費用 営業利益 

27年３月期 
第２四半期 

28年３月期
第２四半期

増減 
27年３月期
第２四半期

28年３月期
第２四半期

増減 
27年３月期 
第２四半期 

28年３月期
第２四半期

増減 

医療機器事業 5,465 5,659 193 4,864 4,880 16 601 778 177

環境機器事業 3,380 3,401 21 3,009 3,291 282 371 110 △261

計 8,846 9,060 214 7,873 8,171 298 972 888 △84

 

(2) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

医療機器事業では、補聴器において引き続き好調を維持することで、消費増税前である前々期の売

上高水準を上回るものと見込んでおります。医用検査機器においては、総合・大学病院での設備投資

に復調の兆しが見えてきていることから、年度末にかけて診断用オージオメータ等の販売増加が見込

まれるほか、耳鼻咽喉科開業医向けオージオメータの買替需要を確実に捕捉することによって、売上

高は回復するものと予測しております。 

環境機器事業では、音響・振動計測器において、騒音計及び振動計の拡販に注力していくことに加

え、今後見込める国内外のシステム製品の大型案件の獲得により、年度末に向けて売上高が増加して

いくものと見込んでおります。微粒子計測器においては、再生医療分野での気中微粒子計システムの

需要が見込まれるほか、電子デバイス関連市場での液中微粒子計の販売が引き続き好調に推移するも

のと予想しております。 

以上のことから、通期の連結業績予想につきましては、補聴器並びに微粒子計測器の販売が下期に

おいても引き続き好調に推移するとともに、医用検査機器と音響・振動計測器の販売が年度末に向け

て回復することにより、新製品開発費用等の影響による上期の利益の落ち込みをカバーできるものと

見込んでいることから、売上高、利益ともに平成27年４月28日に公表した数値を変更しておりません。 

 

2. サマリー情報(注記事項)に関する事項 

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関

する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第７号 平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利

益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示

の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財

務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

リオン㈱（6823）　平成28年３月期　第２四半期決算短信

－3－



リオン㈱（6823）　平成28年３月期　第２四半期決算短信

－4－



リオン㈱（6823）　平成28年３月期　第２四半期決算短信

－5－



リオン㈱（6823）　平成28年３月期　第２四半期決算短信

－6－



リオン㈱（6823）　平成28年３月期　第２四半期決算短信

－7－



リオン㈱（6823）　平成28年３月期　第２四半期決算短信

－8－



(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 
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(セグメント情報等) 

［セグメント情報］ 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日) 

（単位：千円） 

 
 
 

報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 医療機器事業 環境機器事業 計 

売上高  

(1) 外部顧客への売上高 5,465,725 3,380,502 8,846,227 ― 8,846,227

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 5,465,725 3,380,502 8,846,227 ― 8,846,227

セグメント利益 601,686 371,282 972,969 ― 972,969

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
 

  当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日) 

（単位：千円） 

 
 
 

報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 医療機器事業 環境機器事業 計 

売上高  

(1) 外部顧客への売上高 5,659,050 3,401,576 9,060,627 ― 9,060,627

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 5,659,050 3,401,576 9,060,627 ― 9,060,627

セグメント利益 778,839 110,123 888,963 ― 888,963

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
 
 

［関連情報］ 

製品及びサービスごとの情報 

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日) 

     (単位：千円) 

 補聴器 医用検査機器 音響・振動計測器 微粒子計測器 合計 

外部顧客への売上高 4,349,373 1,116,352 1,979,334 1,401,168 8,846,227

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日) 

     (単位：千円) 

 補聴器 医用検査機器 音響・振動計測器 微粒子計測器 合計 

外部顧客への売上高 4,647,891 1,011,158 1,859,227 1,542,349 9,060,627
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